
理事長　西 晴行
　おかげさまで、本年、京都ライトハウスは、創立 50 周年を迎え、去る６月 26 日には、これ

までお世話になりました方々に感謝状あるいは表彰状をお贈りし、感謝の気持ちをお伝えする

記念式典を執り行うことができ嬉しく思っています。

　京都ライトハウスは、鳥居 篤治郎先生を初めとする関係者の「京都に盲学生のための点字図

書館を」という願いと、10 年に及ぶ資金集めの努力が結実して、昭和 36 年に誕生しました。

落成式の挨拶で、初代館長 鳥居 篤治郎は、「ここは私たち盲人のための、京都におけるオアシ
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スです」と高らかに宣言されました。

　それから 50 年。点字図書館から始まった事業は、生活訓練事業、盲人養護老人ホーム、視覚

障害児療育訓練事業と拡大し、今日では、障害のある人の相談、デイサービス、就労支援など

にも取り組む総合施設となりました。

　50 周年を迎え、京都ライトハウスの本旨を見失うことなく視覚障害者の灯台として光り続け

られるように、また、障害者福祉増進の一翼が担えるよう、先人たちが育んでこられた歴史を

受け継ぎながら、常に当事者のニーズに応えていける京都ライトハウスで在り続けられるよう、

心新たに取り組んでまいる所存です。

　物心両面で京都ライトハウスを支え、利用者の方々を支えてきていただいた皆さま無くして、

視覚障害者の灯台であり、オアシスでありたいという私たちの事業は成り立たなかったもの

と、改めて心から感謝申し上げ

ます。引き続き、ご支援ご指導

賜りますようお願い申し上げま

す。
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創立 50 周年を迎えて創立 50 周年を迎えて

西 理事長の挨拶
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　「盲目は不自由なれど 盲目は不幸にあらずと 
しみじみ思ふ」という言葉は、京都ライトハウ
ス創設の中心として活躍された鳥居 篤治郎氏
が述べられた言葉です。
　おそらく、来館された皆さまには、どの職員
からも必要に応じてお伝えさせていただいたの
ではないでしょうか。“視覚に障害がある”と
いうことの本質にふれる言葉であることを理解
していただけたと思います。
　また、本年が法人創立 50 周年にあたり、記
念誌には業績などが掲載されていますが、日ご
ろの人柄はどのような方だったのか、鳥居 篤
治郎氏の著書『すてびやく』を読み返しました
ところ、印
象的な記事
がありまし
たので、抜
粋してご紹
介したいと
思います。

（故：鳥居 篤治郎氏、伊都夫人）

◆『結婚生活 50 年』
　貧乏暮らしの苦労はあっても、妻は一言の不
平も言わず、昼夜のわかちなく私に奉仕してい
てくれます。それが今日まで五十年間続いたと
言うことは、実にすばらしいことだと思います。
全く有難いことです ｡
　私は男として妻を誉めることのくすぐったさ
を、抑えることが出来ませんが、とにかく誇り
たいような気持がします。妻としても、盲人に
嫁
か

してその目となり手足となって来た五十年
は、平凡に幸せに良家の主婦となったよりも、
むしろ生き甲斐があったことでしょう。身勝手
ながら、私はそう思いたいのです。あなたの目
を、あなたの手を、ほんのちょっと貸して下さ
い。そうすれば、盲人がどんなにか助かること
でしょう。

　目が見えなくとも、大抵のことは工夫と練習
でやってゆけます。もう駄目だと、諦めるほど
つまらないことはありません。頭ですることな
ら、勿論何のハンディキャップもなく出来ます。
だが、身のまわりの日常生活では、見えないと
色々不便不自由があります ｡
　例えば、はがき一枚さえ、誰から来たのか分
からない。回覧板がお隣りから廻って来ても、
読めない。着ている着物の、色や柄がわからな
い。どのネクタイが似合うのか、他人の目で判
断してもらわなければならない。知らない道は、
歩き難い。交

こうさてん

叉点を渡るのは､命がけだ。だまっ
て会釈されると、相手が誰だか見当がつかない。
点字にするかテープに吹き込まなければ、思う
ように読みたい本も読めない。あわてると、紙
幣の見分けが難しい等々。
　このような苦労も、なんとかして克服出来る
としても、ほんのちょっと目を貸してくれる人
があったら、どんなに便利で幸せかしれません。
生き甲斐のある人生とは、こうした盲人への協
力と奉仕にあると、妻が言ってくれます。
　ところで、お互に人生は辛くとも、悲しくと
も、｢ 明るい ｣ と信じたいものです。
　五十年の体験を通じて、ようやく今、そんな境
地に落着いている自分たちを、みつめています。
( 婦人生活 昭和四十年三月号 話の広場より ) 

◆『父の思い出』
　私の目が悪くなった時 ､ 父はまだ数え年で
二十五才の青年でした ｡ それから七 ､ 八年 ､ 私
が京盲注 1）に入学する頃までの父は ､ ずっと病
身で、時には海岸へ転地したり ､ 商売の暇を
作っては魚釣りに出掛けたりしていました。
　父は ､ 出来るだけ何処へでも私を連れて歩き
ました ｡ 魚釣りや ､ 山や田の見廻りや ､ 時には
村役場へも連れて行ってくれました ｡ こうして
人中へ出る稽古をさせてくれたのです。そして、
何でもよくさわらせてくれました。お宮へ参る
と ､ 先づ鳥居から狛犬 ､ 鈴とさわらせて ､ 拝殿
へまで上って行き ､ 内陣の扉や彫刻までさぐら
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せてくれました ｡ このように何でもさわってみ
た事が ､ 私のその後の勉強のために ､ どれだけ
に役立ったかは ､ 今思ってみても父はよい先生
だったと思います。
　とりわけ ､ 私が今でも有難かったと思います
事は ､ 父が私を一人前の子供として ､ 人前で
扱ってくれた事です ｡ 片

かた

輪
わ

の子供を持つと言う
ような卑下の感じは ､ 全然私には感じさせませ
んでした ｡
　ところで ､ 私が盲学校に入って以来 ､ 父は
すっかり健康になりました ｡ おそらく私に対す
る心配が薄らいだからだったのでしょう。それ
を思うと ､ 私は親不孝な子だったと思います。
　私が京都の学校へ入ってからも ､ 父は出来る
だけ機会を作っては ､ 私を芝居見物に連れて
行ったり ､ 博物館へ行ったり ､ 時には手品や相
撲を見にも連れて行ってくれました ｡ どんな事
でも ､ 実際にその場へ行って経験するのが ､ 一
番大切な事だと考えていてくれたのでしょう ｡
全く父には感謝の外ありません ｡
　お陰でその頃の私は ､ のびのびと自由な日々
を過ごすことが出来ました ｡ 夏休みに家へ帰り
ますと ､ 早速に大工道具を持ち出して 鼡

　ねずみ

捕り
をこしらえたり ､ 草花を植えたり ､ 魚を捕りに
川へ行ったり ､ そんな事ばかりしていました ｡
その代り ､ 手も足も生傷の絶えた事がなかった
そうです ｡
　竹馬を作って川の中へ乗り入れたり ､ 屋根へ
登って雀の巣をとったり ､ そんないたずらの限
りを尽した事が ､ 私の一生にどれだけプラスに
なったか ､ 計り知れないと思います ｡
( 京盲 PTA 通信　昭和三十一年七月 )

◆『ざくろ』
　西日の差す縁側へ ､ 母がちょっと来いと私を
呼んだ。何事かと思って、出て行って見ると、
手洗鉢の上へ差し出たざくろの一枝の、実の鈴
なりになったのを、手に持たせてくれた。
　「お前に見せてやろうと思って、此処だけは
取らずにおいた」と、母が言うのである ｡

　「自分でもいで、食べるがいい」
　母は更に付け加えた。
　私は、思わず母の心根に涙がにじんだ。五十
になる我が子に対する母の愛は、今もかく暖い
ままだったのである。思えば私は、こうして育
てられて来たのだった。限られた時間内に、限
られた材料を手に触れさせてくれる、盲学校の
授業とは大分に違う。
　亡くなった父も、秋になると私の手を引い
て、よく田

た ん ぼ

圃の見廻りに連れて行ってくれたも
のだった。ばったを掴んだり、いなごを捕えて
は、私にさわらせてくれた。道を歩くときは、
必ず広告や看板を、歩きながら読んでくれたも
のだった。めくらの子を持つ親の心根が、どん
なに細やかな、そして暖いものであるかを、ま
すます深く噛みしめる今日この頃である。
( 仏眼　昭和十八年十月号 )

　「結婚生活 50 年」の記事からは、互いを個人
として尊重し、夫婦であり最良のパートナーと
して固い絆で結ばれていることがとても印象に
残ります。また、「父の思い出」「ざくろ」からは、
どのような状況でも揺らぐことのない愛、親と
しての責任や子を想う優しい気持ちが伝わって
きます。
　「家族」や「夫婦」という結びつきを通して、
純粋にありのままの相手を想う、あたたかで豊
かな関係を育んでこられたからこそ、鳥居氏の
周りにはいつも人と人との強く明るい絆があっ
たのではないでしょうか。その絆こそが多くの
人を動かし、やがては歴史を動かす原動力と
なっていったのでしょう。
　「人の絆」の持つ力が大きく取りあげられて
いる今日、ハンディがあってもなくても変わら
ない大切なことを、先人・鳥居 篤治郎氏は教
えてくださっているように思います。

注１）京都府立盲学校
※文中に不適切な表現がありますが、原文に基づき掲載しています。
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表彰状の授与に移り、103 名の個人・62 団
体の皆さまに感謝状をお送りいたしました
が、式典では代表して中村 安

やすろう

良様・岡 ちか
子様、株式会社エーディックス（代表取締
役・佐野 秀男）様・点友会（代表・石

い し づ

津 利
幸）様にお受け取りいただきました。また永
年役員の表彰は６名の受賞者を代表して、大
橋 東

と よ ひ こ

洋彦様にお受け取りいただきました。
　続いて、ご臨席いただきました多くのご来
賓の中から、京都府知事 山田 啓二様、京都
市長 門川 大作様、全国盲老人福祉施設連絡
協議会会長 本

ほ ん ま

間 昭雄様、京都府視覚障害者
協会会長 内野 正光様からご祝辞を賜り、ご
来賓の紹介の後、お寄せいただいた祝電をご
披露して、第 1 部の式典は終了いたしました。

　第 2 部は、「京都市立芸術大学卒業生による
記念演奏」が行われました。
　最初の舞台は、久

く ば

場 夏子さん（メゾソプラ
ノ）の独唱。あいあい教室の卒園生でもある
久場さんは、京都市立芸大音楽学部 声楽専攻
を卒業後、ソロ活動やアンサンブル、合唱に
も意欲的に取り組むほか、作曲活動も行って
おられます。ピアノ伴奏の佐

さ ど

渡 春菜さんは、
京都市立芸大音楽学部 ピアノ専攻を卒業さ

　
　真夏日となった 6 月 26 日、４階ホールに
おきまして、社会福祉法人 京都ライトハウス
50 周年記念式典を、約 200 人のお客さまを
迎えて、盛大に挙行いたしました。開会に先
立ち、筝

そうきょく

曲によるオープニング演奏を京都府
視覚障害者協会音楽部の皆さまに飾っていた
だきました。そして、３月の東日本大震災で
犠牲になられた被災者のご冥福をお祈りし、
黙
もくとう

祷を捧げました。
　式典では、京都ライトハウスの西 晴行理事
長の挨拶、桜

さくらば

庭 修
おさむ

理事の基調報告、神
かみたに

谷 俊
昭事務局長から「京都ライトハウス理念」に
ついてご報告をいたしました。続いて感謝状・
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50 周年記念式典 第 1 部

式典挨拶をする山田知事（上）と門川市長（下）

 第 2 部 記念コンサート

素敵なドレスで歌う久場さん

♫

♩

♬
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れ、京都子どもの音楽教室常勤講師など、広
く活躍されておられます。曲目は、シューマ
ンの歌曲集『ミルテの花』より「献呈」のほ
か「浜辺の歌」、「夏の思い出」など、お二人
の素晴らしい演奏で、会場は華やかな雰囲気
に包まれました。
　後半は、フルート：津田 千里さん、ヴァイ
オリン：白

し ろ ず

水 響子さん、ヴィオラ：三宅 恵
さん、チェロ：石塚 俊さんによるアンサンブ
ルをお楽しみいただきました。曲目は、チャ
イコフスキーの『くるみ割り人形』より「花
のワルツ」のほか、アンコールでは「世界に
一つだけの花」を演奏していただき、美しい
音色の演奏に会場全体がしっとりと包まれま
した。
　ご出演、ご来場いただきました皆さま、本
当にありがとうございました。

点訳・その他ボランティア

　　　　　野村 加代子

　平成 23 年 6 月 26 日に行われました、創
立 50 周年記念式典にご招待を受け、出席さ
せていただきました。10 年前の 40 周年の式
典より「区切り」のような緊張感がありまし
た。はじめて点字を習ってからこんなに長く、
点字との付き合いが出来た事に自分でもビッ
クリしています。今日まで多くの方々にご指
導をいただきました事に感謝し、この場をお
借りして心からお礼を申し上げます。
　自分の認識不足もあったとは思いますが、
点字になじむ事が一般的でなかった頃に比
べ、今は随分身近に点字が普及しているよう
に思えます。今、鳥居寮で中途失明の方の「点
字の学習」のサポートをお手伝いしています
が、触読の大変さを感じるとともに、点字が
正しく、きれいに書けていなければ、読みに
くい事を認識しながら、これからも点訳をし
ていきたいと思います。
　これから先、点訳以外のボランティアも含
め、「出来る時に、出来る事を…」をモットー
にライトハウスと関わっていきたいと思いま
すので、よろしくお願いいたします。
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50 周年によせて
 ～ボランティアさんからの声～

永年にわたり、ライトハウスに貢献していただき
今回感謝状をお贈りいたしました方々から、

お言葉をよせていただきました。

アンサンブル演奏の様子

♪
♫

♩
♬
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音訳ボランティア ・ 音訳講師

                    堤 明子

　このたび、社会福祉法人 京都ライトハウス
が創立 50 周年を迎えられました記念式典で、
多勢の皆さまとともに感謝状を頂戴いたしま
したこと、誠に有り難く、心からお祝いとお
礼を申し上げます。私の生涯記念すべき年に
なりました。
　思えば、次男が小学１年生になって、まと
まった時間がとれるようになった頃、朗読奉
仕者募集の記事が目に止まりました。読むこ
と、話すことの好きだった私が早速応募した
のが第一歩です。その後日本ライトハウス、
東京都立中央図書館などを経て、昭和 62 年
に京都へ帰って来た私は、金閣寺近くの社宅
からすぐ近くに在る、旧交通局病院跡の懐か
しいあのライトハウスを訪れ、ボランティア
として通うことになりました。若い時には、
夏に伏見港公園プールで視覚障害者の皆さん
達と水泳介助者（東京 YWCA で技術取得）
として一緒に泳いだことも今となっては懐か
しい想い出の一つです。
　声のボランティアは、私の人生そのもの
だったと言えます。私の日常生活にいつの間
にか自然に組み込まれていました。
　声に出して読むことがそのまま人さまのお
役に立つ、情報が多くとび交うこの時代「本
を読む喜び」を分かち合いたい。読みたい本
がより正確に提供できるために技術を向上す
ることを願い、また視覚障害者の読書環境を
良くするために、私達ボランティアは謙虚に
努力すべきだと思っています。
　お仲間の皆さん、ご一緒に続けましょう。

京都産業大学 新社会ボランティア
サークル　2011 年度リーダー　　

                          上原 直人

　僕が新社会ボランティアサークルに入っ
て、京都ライトハウスと船岡寮でボランティ
アをして２年目になります。特に船岡寮での
活動でいろんなことを学びました。船岡寮の
寮生さん達と喫茶の活動を通じて関わってい
る時、最初の頃は寮生さんとお話する時に緊
張して上手く話せませんでした。しかし船岡
寮の寮生さんの元気で優しいお人柄のおかげ
で、すぐに打ち解けることができました。そ
してお部屋にお送りしたときに、「来週も楽
しみにしてるで」と言ってくださった時は、

「ここで活動できて本当に良かった」と思い
ました。ここで学んだ一番のことは、人の優
しさと、人と関わることの大切さだと僕は思
います。これからも寮生さんにとって身近な
存在として活動していきたいです。
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＜船岡寮 寮長＞
伊藤 康子

　これまでに 200 人を超す利用者との別れを
繰り返しながら、船岡寮も私も年を重ねてき
ました。ほんの 10 年前には「昔はよかったな。
のんびりしていて」って、利用者との会話に
あったことを思い出します。
　今では「のんびり」が想像すらできない職
員と利用者がほとんどになりました。でも職
員はその気持ちをとても大切なものだと心に
いつも持ちつつ、利用者と接してほしいと思
うのです。

＜鳥居寮 所長＞
牧 和義

　ライトハウス 50 年の歴史の中で、気づけ
ばその半分以上の年月をともに歩ませていた
だきました。今日、物質的な豊かさを求める
社会という傾向が強くでていますが、訓練で
関わる多くの皆さまは、まず、精神的な支柱
を立て直し、これからの人生設計をしていこ

永
年
、
ライトハウス と

ともに歩んで
き
た

みなさまに感謝をこめて

施　　設 　長　 よ　  り

 ひ  　と　  こ　  と

うとする点で、自分の身を洗われる思いがす
ることもしばしばあります。生きること、働
くことの原点をこれからもともに考え、次の
世代に伝えていきたいと思います。

＜ＦＳトモニー 所長＞
高橋 一夫

　50 年前、小学１年の私にとって、自転車な
ら５分でやって来られた千北は、越えてはな
らない「校区外」であったのに、今では毎日やっ
て来て、人生の半分を超える年月が過ぎてい
きました。もし、あの１年生坊主がお叱りを
覚悟して、開所を祝う現鳥居寮を覗いてくれ
たならば、「盲目は…」と点字打つ鳥居先生に
お会いできたのにと、しみじみ思います。

＜情報製作センター 所長＞
渡辺 昭一

　「何かよい受験参考書はありませんか？」
　1974 年、初めて京都ライトハウスを訪れ
て、点字図書館でお聞きしたことでした。当
時、大学の点字受験を目指していた私は、点
字や録音の参考資料を探していましたが、全
くありませんでした。入学後も、種々の資料
を入手するために、手打ちの点訳より早い対
面朗読やプライベート音訳で、随分お世話に
なりました。今はインターネットの利用やパ
ソコン点訳の普及、OCR を用いたテキスト
化、さらにデジタル録音技術の進歩によって、
情報入手の状況は様変わりしてきています。
そのような状況の変化のなかで、京都ライト
ハウス 50 周年を迎えた今日、視覚障害者に
役立つ情報ツールとしての点字の意義を広く
訴えながら、情報製作センターの事業展開を
展望していきたいと考えております。
　今後ともよろしくお願いいたします。
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＜事務所 所長＞
山本 たろ

　私は 1959 年生まれで、ハウスとほぼ同い
年です。ここで 30 年弱働き続けて、50 周年
という大きな節目に立ち会えて、それをお祝
いする各企画に携わっていられるということ
は本当に感無量です。次の 60 周年を盛り上げ
てくれそうな若い力をあちこちに感じながら、
百寿まで健康で文化的に生きていれば、100
周年も一緒に祝いたいなあと思っています。

＜あいあい教室 所長＞
髙橋 弥生

　父は 52 歳で交通事故に遭い半身不随と
なった。その治療で出会ったのが鳥居 篤治
郎先生であった。人一倍元気な 92 歳の母が、
鳥居先生との出会いを今も誇らしげに話して
いる。私は、生前の鳥居先生は知らないが、
いろんな縁があってこのライトハウスに勤務
して 30 数年が経つ。
　あいあいの親子に出会い、時にはともに涙
し、ともに笑い、時にはお母さんのお尻を叩
き、子ども達の成長を喜び合ってきた。50
年の節目に出会えたことを誇りに思う。
　愛すべきライトハウス、そしてあいあい教
室、これからも心の灯台として輝き続けてほ
しい !!　　

＜情報ステーション 所長＞
田中 正和

　　「肝心なことを言い忘れた
　　　　　　　　　定年退職の日の挨拶」
　2010 年３月に定年退職を迎え、その日の
挨拶で笑いを取ろうとしたあまり、大事なこ
とを言い忘れ未だに悔やんでいます。しかし、
今に始まったことでもなく、上手くできなく
ても自分を責めるのはやめよう、自然体でい

こうと思うようになりました。
　その大事なことというのは、職員の皆さん
に感謝の気持ちを伝えたかったことです。定
年を迎えることができたのは、導いていただ
いた良き先輩がおられ、言いたいことを言い
合える同僚がおり、信頼し頼ってくれた後輩
がいたことが自分を成長させてくれたと思い
ます。皆さん、ありがとうございました。

＜らくらく所長＞
村山 京子

　私は約 30 年前にライトハウスの一職員と
なり、「船岡寮」で介護業務と相談業務に従
事した後、「らくらく」に異動となり現在に
至っています。この間、利用者の皆さまから
いただいた宝物は私の大きな財産となり、今
もずっと笑顔で支えてくださっていると感じ
ることの多い毎日です。
　創立 50 周年を迎え、人生という海を渡る
視覚障害者の行く手を示す灯台として、これ
からもさらにその役割を担い深めていく道の
りが続いているのだと考えると、身の引き締
まる思いがします。

本 部 ﾗｲﾄﾊｳｽ施設 あいあい 鳥居寮 船岡寮 ふなおか らくらく

24,145 194,037 55,343 101,282 224,700 45,449 67,783

20,111 187,681 55,116 105,906 217,469 36,523 59,919

4,034 6,356 227 ▲ 4,624 7,231 8,926 7,864

0 0 0 4,624 0 0 0

4,034 6,356 227 0 7,231 8,926 7,864

1,500 0 1,000 0 10,000 0 3,000

61,055 75,721 16,778 31,825 30,039 18,779 33,583

前期収入 78,887 220,204 53,921 92,115 217,949 34,372 66,299

　対前期増減 ▲ 54,742 ▲ 26,167 1,422 9,167 6,751 11,077 1,484

前期支出 74,892 209,187 51,408 90,378 207,714 32,131 63,012

　対前期増減 ▲ 54,781 ▲ 21,506 3,708 15,528 9,755 4,392 ▲ 3,093

就労支援事業

相談支援室 小計 FSトモニー 用具 眼科 小計

25,511 738,250 97,773 6,384 1,316 7,700 843,723

21,066 703,791 96,843 6,435 1,884 8,319 808,953

4,445 34,459 930 ▲ 51 ▲ 568 ▲ 619 34,770

0 4,624 0 0 0 0 4,624

4,445 39,083 930 ▲ 51 ▲ 568 ▲ 619 39,394

0 15,500 0 0 0 0 15,500

9,320 277,100 17,701 8,960 163 9,123 303,924

前期収入 26,133 789,880 99,629 8,258 1,320 9,578 899,087

　対前期増減 ▲ 622 ▲ 51,630 ▲ 1,856 ▲ 1,874 ▲ 4 ▲ 1,878 ▲ 55,364

前期支出 26,588 755,310 93,350 7,320 1,696 9,016 857,676

　対前期増減 ▲ 5,522 ▲ 51,519 3,493 ▲ 885 188 ▲ 697 ▲ 48,723

　
前
期
収
支

状
況

 累計繰越金

 収支差額　ａｰｂ
　本部繰入金　ｃ

 当期繰越金 a+b+c

 当期積立金

公　益　事　業

 当期積立金

総合計

 収  入  　ａ
 支  出  　ｂ

 累計繰越金

社会福祉事業

　
前
期
収
支

状
況

 収支差額　ａｰｂ
　本部繰入金　ｃ

 当期繰越金 a+b+c

社　会　福　祉　事　業

 収  入  　ａ
 支  出  　ｂ

 �決算�況 

  本年度の決算規模としては、総合計収入は 8 億 4,834 万円、支出は 8 億 895 万円で、

当期繰越金は、3,939 万円となりました。 

    船岡寮改築など将来の資金需要に備える積立金は、「本部」「あいあい」「船岡寮」「ら

くらく」で総額 1,550 万円を積み立てました。 

    新事業体系に移行して２年目の鳥居寮は、機能訓練の利用者数や府内の訪問訓練利

用者数を増加させるなど、運営内容の改善に努めることにより、自立支援費収入は前

年度比 122 万円増の 5,729 万円となりました。しかし、現在の運営基準や報酬単価は、

視覚障害者の訓練施設の実情に見合ったものでないものと考えられ、自立支援法の激

変緩和措置としての 9 割補償を受けても 462 万円の赤字となりました。この赤字補填

のために皆さまからお寄せいただいた寄付金を原資とし、法人本部経理区分から同額

を繰り入れました。 

 



らい
とく
ん

2011 年 7 月 28 日（９）京都ライトハウス通信  No.126

本 部 ﾗｲﾄﾊｳｽ施設 あいあい 鳥居寮 船岡寮 ふなおか らくらく
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  本年度の決算規模としては、総合計収入は 8 億 4,834 万円、支出は 8 億 895 万円で、

当期繰越金は、3,939 万円となりました。 

    船岡寮改築など将来の資金需要に備える積立金は、「本部」「あいあい」「船岡寮」「ら

くらく」で総額 1,550 万円を積み立てました。 

    新事業体系に移行して２年目の鳥居寮は、機能訓練の利用者数や府内の訪問訓練利

用者数を増加させるなど、運営内容の改善に努めることにより、自立支援費収入は前

年度比 122 万円増の 5,729 万円となりました。しかし、現在の運営基準や報酬単価は、

視覚障害者の訓練施設の実情に見合ったものでないものと考えられ、自立支援法の激

変緩和措置としての 9 割補償を受けても 462 万円の赤字となりました。この赤字補填
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くらく」で総額 1,550 万円を積み立てました。 
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のために皆さまからお寄せいただいた寄付金を原資とし、法人本部経理区分から同額
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　１．決算概況

2010 年度 　京都ライトハウス決算報告
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ほ う こ く 

■創立 50 周年記念バザーご報告

収益　259，170 円！
　梅雨の晴れ間となった６月４日、京都ライ
トハウス創立記念バザーを開催いたしまし
た。当日は大勢のご来場で賑わい、昨年を上
回る収益を上げることができました。これも
ひとえに、ご協力いただいた利用者やボラン
ティア、そしてご来場いただいた皆さまのお
かげです。
　また、併せて開催した体操教室「ストレッ
チ・いきいき筋トレ」では、他の体操教室か
らお越しになった方もおられ、健康への関心
の高さを伺わせました。
　今回の収益金は、東日本大震災で被災され
た視覚障害者の方々、視覚障害関連施設など
への義援金として、日本盲人福祉委員会に寄
付させていただきました。
　ご協力、誠にありがとうございました。

■京都ライトハウス 法人役員人事
　当法人役員の任期が 2011 年 5 月 29 日を
もって満了となることに伴い、５月 27 日に
開催された評議員会において、下記の方々が
新しい理事及び監事に選任されました。また、
評議員会に引き続いて開催された理事会にお
いて、下記の方々に評議員を委嘱することを
議決し、全評議員の就任承諾を得ました。
　理事長には西 晴行理事、副理事長には竹下
義樹理事を引き続き選任いたしましたので、
ご報告申し上げます。

　なお、新役員の任期は 2011 年 5 月 30 日
から 2013 年 5 月 29 日までです。
＜理　事＞※理事は評議員を兼務

内野 正光、加藤 博史、櫻庭 修、佐々本 研二、
竹下 義樹、田尻 彰、中井 豊、西 晴行、神谷 
俊昭
＜監　事＞
中橋 彌

ひさみつ

光、清水 久雄
＜評議員＞
青山 芳文、一谷 孝、伊東 宏、糸数 三男、大
須賀 秀雄、大橋 東洋彦、梶 寿美子、公文 茂人、
白畠 庸

いさお　

、鈴木 紘一、中澤 眞
ま

佐
さ

、原山 憲治、
森 貞

て い こ

子、安
やすむら

邨 洋一

■次の通り、職員人事を行いましたので
　お知らせします。

【採　用】2011 年６月１日付
　船岡寮　　看護師　　　　　河村 明美

【退　職】2011 年６月 30 日付
　鳥居寮　　　　　　　　　　宮江 真矢

■夏期休館のお知らせ
　京都ライトハウスの夏期休館は、次の通り
となっています。休館中は宿直および日直も
不在となりますのでご注意下さい。
　大変ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお
願いいたします。

本館

（窓口・貸会場）

８月１４日（日）１８時～

　　１６日（火）　 ９時

情報ステーション ８月１３日（土）～１６日（火）

眼科相談・

ロービジョン相談

８月１０日（水）

８月１７日（水）

喫茶きらきら ８月１２日（金）～２１日（日）

パソコン相談 ８月１２日（金）～２１日（日）

お し ら せ 
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　当日はお誘い合わせの上、ぜひ多くの皆さ
まにご参加いただきますよう、よろしくお願
いいたします。
日　時：2011 年 10 月２日（日）
　　　　９：45 ～ 12：00（予定）
会　場：ＪＲ二条駅 西側広場（Ｂｉｖｉ二条側）
内　容：集会とパレード

※詳細については決まり次第、京都ライトハウスのホー
ムページ等でお知らせいたします。

■「京都ライトハウスまつり 2011
　　～地域とともに輝き続けて 50 年～」
　利用者、家族、ボランティア、職員と地域
の交流の場となりますよう、ステージ発表や
模擬店、抽選会などの催しを予定しています。
　皆さまのご来場をお待ちしております！
日　時：2011 年 10 月 30 日（日）
　　　　10：00 ～ 16：00
会　場：京都ライトハウス 全館

■京都ライトハウス創立 50 周年記念
　　　　　　フェニックス会 秋の集い
日　時：2011 年 11 月 13 日（日）
　　　　10：30 ～ 15：00
会　場：京都ライトハウス  ４階ホール
主　催：フェニックス会
☆ 13：00 よりパネルディスカッション「中
途失明！その時私は（仮題）」を行います。
会員以外の方もぜひご来場ください。

■京都ライトハウス創立 50 周年記念
　　　　第６回 うるおいのコンサート
日　時：2011 年 11 月 20 日（日）
　　　　13：30 ～
会　場：京都ライトハウス　４階ホール
出　演：コーラス「さざなみ」
客　演：土井 雅子氏（ソプラノ独唱）
主　催：コ－ラス「さざなみ」
☆入場無料（要入場整理券）

■福祉関係者向け研修会
　「視覚障害者が求めるものとは？
　　　　～知って役立つ支援のポイント～」
　見えない・見えにくい方への必要な支援に
ついて一緒に考え、日々の実践に役立てられ
るよう、視覚障害についての基礎的な知識や
対応方法を学ぶ研修会です。
日　時：2011 年 9 月 12 日（月）
　　　　10：00 ～ 16：00（9：30 受付）
会　場：京都ライトハウス
定　員：25 名
費　用：3000 円（昼食代込み）
申込締切：８月 31 日（水）
申込・問合せ：京都ライトハウス
　　　　　　　相談支援室「ほくほく」
TEL 075-451-4555　FAX 075-451-4488
E-mail：hokuhoku@ymail.plala.or.jp

■京都府視覚相談会のお知らせ
　見えにくさによる生活の相談は、どうぞこ
の機会にご利用ください。
日　時：2011 年 9 月 20 日（火）
　　　　10：30 ～ 15：30
会　場：公立山城病院（木津川市）
　　　**********************
日　時：2011 年 11 月 17 日（木）
　　　　11：00 ～ 15：30
会　場：瑞穂保健福祉センター（京丹波町）
問合せ：京都府家庭支援総合センター
　　　　障害グループ
　　　　TEL 075-531-9608

■第 45 回 白杖安全デーにご参加ください！
　今回は一人で歩く視覚障害者にとって、周
囲の方から声をかけていただくことが、安全
に移動するためにとても大切であるというこ
とを多くの市民の皆さんに伝えたいと考えて
います。
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＜このコーナーは、5 万円以上のご寄付、ご
寄贈いただいた方々をご掲載しています＞

皆さまからのご厚志はライトハウスの事業運
営資金として活用させていただきます。あり
がとうございました。

■永井 幸子様
　3 月 3 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■八木 彌

や よ い

生様
　3 月 4 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■井上 隆様
　3 月 14 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■（株）アイベル様
　3 月 15 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■洛星中・高等学校　オーケストラ部様
　3 月 17 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■（財）京都仏眼協会様
　3 月 24 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■竹田 町子様
　3 月 30 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■青山 弘様
　4 月 4 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■京都府視覚障害者協会様
　4 月 4 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■梶 宏様
　4 月 30 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■筝アンサンブルプリマルーチェ様
　4 月 30 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■河村 つた子様
　5 月 6 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■（株）サン工芸様
　5 月 11 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■点友会様
　5 月 27 日　多額のご寄付を頂戴しました。

■中澤 眞佐様
　5 月 27 日　多額のご寄付を頂戴しました。
■ ( 株 ) わかさ生活様
　毎月定期的に多額のご寄付を賜り、
　　　　　　　　　ありがとうございます。
■三菱電機（株）京都製作所並びに
　三菱電機ＳＯＣＩＯ－ＲＯＯＴＳ基金様
　液晶テレビ１台のご寄贈
　　　　　　　　ありがとうございました。

次の通り、数々のご芳志をいただきました。
厚くお礼申し上げます。ありがとうございま
した。

（50 音順・敬称略）

　【寄付金】

浅山邦夫、池田燎亮、諫早喜代、井村豊彦、上田徳重、

大野ゑみ、梶寿美子、加藤博史、木村道子、京都から

竹民謡会、京都市社会福祉協議会、京都府視覚障害者

協会上京支部、木の芽京都句会、社会保険京都病院、

新谷洋子、鈴木紘一、竹内花子、中野眼科京都駅前診

療所、中橋彌光、中村純治、沼眼科、花岡美容室、ひ

まわり、丸清木材（株）、水野しづえ、宮崎重道、薮佳子、

吉本亀代、楽友個人タクシー協同組合、匿名 10 件

　【物品寄付・ご奉仕】

青山弘、芦田恵、あすなろ会、生島芙美江、池上明子、

伊佐迪子、泉村照夫、五十川富士子、磯部治、一谷孝、

伊藤治子、井上千恵子、井上正子、今村久美子、上田

澄江、浮守篤子、内田主男、内田務、宇野史子、オー

お　れ　い

ご寄付ご寄贈ありがとうございます！

2011 年 3月 1日～ 2011 年 5月 31日
寄付金　71件　　8,642,376 円
物品寄付・ご奉仕　　 134 件
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ガスティンジョナサン、大谷八重子、大西至、大野（株）、

大原一晃、大平ひろみ、岡村壽子、岡本久栄、奥村久

子、奥山晴生、オフィス池山、垣見香寿子、梶原清一、

加藤紀江、川合正子、川坂真也、川戸正司、（株）川端

技術川端将生、カンネベルクエリカ、北垣せつ子、北

村貞人、北村浩尉、木下幸子、木村芳子、京都産業大

学新社会ボランティアサークル、京都ＰＡＮＡ - ＡＬ

Ｃ、久米通雄、上阪禎子、国際ソロプチミスト京都－

北山、小島文夫、小松朝子、サークルにじ、さえずり会、

酒井秀夫、榊美智子、佐川せつ子、佐久間正雄、佐々

江温子、佐々木陽子、塩見章子、柴田慶子、白坂澄夫、

城野時一、鈴木さほ、高木暢子、高田由紀子、高橋和美、

髙橋桂子、瀧村美枝、竹内治代、田中耕一、田辺誠子、

谷川正雄、谷口敏、辻謙一、辻田里津子、堤育子、堤

純子、点友会、東海和子、鳥飼幸子、中江利彦、中島

田鶴、中谷武司、南條康子、西尾紀子、西本願寺仏教

婦人会総連盟、西村ゆり、野坂邦子、野間赳夫、畑勇

子、服部令子、林晃次、馬場康子、光の音符、深尾幸

枝、福島洋子、福中正美、福見久代、藤井綾子、藤野

つるみ、藤村由喜子、藤山和子、二塚和枝、船本裕巳

子、堀居三枝子、前川加代子、前田ふじ子、前中知栄、

松本すみ子、三浦豊子、宮永まゆみ、椋補装具製作所、

村井昭治、村上清子、村上直子、目黒正子、本草野政

雄、森初子、森田澪、薮佳子、山下祐嘉里、山田恭子、

山本弘太郎、山本早苗、山本珠子、湯浅昭次、横山邦子、

吉田善次、朗読グループあいあい、和田三重子、和田

泰子、渡辺ツヤ子、渡部隆三、匿名 2 件

　次の通り、後援会費と運営資金寄付金を納
入いただきました。会員の皆さまのお名前を
掲げ、厚くお礼申し上げます。ありがとうご
ざいました。

（50 音順・敬称略）
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京都ライトハウス後援会より

愛きもの、青井勝豊、青木澄子、青竹邦男、青山清子、

青山弘、赤井達郎、赤松秀之、秋山順子、審策太郎、

阿含宗、朝尾直弘、浅川三津子、浅田恵美子、浅田長男、

浅野和子、浅野美和子、アサヒカルピスビバレッジ（株）

京都支店、浅見伸一、安住京子、安達明彦、足立かさね、

足立道五郎、厚見清生、（株）アド工芸、阿部氏正、天

鷲良雄、新井温雄、荒垣晨二、荒木あき子、荒木武資、

荒木百合子、荒木義子、有馬頼底、家村喜和、五十嵐淳・

ユキ子、井川千代子、生島嘉一郎、生島芙美江、池田和夫、

池田和代、池田はるみ、池田寧子、池西憲治、池西照子、

池西正治、伊佐迪子、井澤英夫、井澤慶子、石井俊之、

石井昌子、石川公三、石川直子、石田和男、石田淑子、

石田英世、石田幸子、伊地知康二、石原郁夫、石原信雄、

石原ハル子、石原寛司、井尻和子、泉福夫、泉谷聖子、

泉谷信子、伊勢村政子、伊勢村医院伊勢村卓司、五十

川静江、磯辺美幸、板並令子、一井鳴海、市木益次郎、

一谷孝、一谷彊、一ノ瀬ともえ、市原美枝子、一色逸雄、

（株）一奉堂メガネ専門、伊藤あゆ子、伊藤悦子、伊藤

眞一郎、伊藤純男、伊藤治子、伊藤春之、伊東真喜子、

糸数三男、稲田秀治、稲村憲男、井上明美、井上要、

井上静子、井上しのぶ、井上純一、井上承爾、井上清

文、井上月就、井上とし子、井上富子、井上正子、伊

庭新太郎、井原圭子、井部茂子、今井喜美子、今井悟、

今井茂野、今井卓雄、今井俊子、今井正行、今西二

郎、今村貞夫、今本史代、井村豊彦、入江尚子、入江

恆、入江礼子、岩井貞三、岩崎篤弘、岩崎四郎、岩重

ツヤ子、岩田友一、岩政寛子、岩本一夫・信子、ウイ

リアムス神学館学生会、上尾基夫、上田明美、上田恵

一、上田敬治、上田文子、上原祥子、植山恵、（株）魚

国総本社京都支社、禹小児クリニック、臼井信子、臼

田文代、宇髙千代子、宇高真理子、内田栄三郎、内田務、

内田与一、内田整形外科内田寛治、烏頭尾精、宇野龍夫、

梅田修、梅原恵美子、梅山弥生、（株）エーディックス、

榎並とみ、榎本剛、遠藤維久子、大池昌一、大久保万

里子、大久保雄二郎、大澤忠嗣、大澤みさき、大島仁、

太田勝美、太田吉美、大谷恵子、大谷光真、大津日出子、

大坪郁子、大藤恭代、大西越巳、大西和子、（有）オー

ネスト・オフィスサービス、大野晃彦、大野初男、大

羽喜雄、大橋文男、大原耕也、大平ひろみ、大淵芙輝子、

2011 年 3月 1日～ 2011 年 5月 31日 
後援会費　　1,009 件　2,018,000 円
運営資金寄付金　465 件　2,220,769 円
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大前正治、大町寿美子、大町賢、大向久子、大目忠二 ･

昌子、大森亮二、岡寛、岡﨑克己、岡田幸子、岡田ゆ

き子、岡田よし子、岡野伊三郎、岡村美佐子、岡本綾

子、岡本喜久穂、岡本喜代子、岡本タミ子、小川正義、

小川祐一、荻野行正、沖本勲武、奥田千佳子、奥野正

子、奥村久子、尾﨑淳、尾嵜匡代、小笹次夫、小笹稔、

長村貞子、長村美代子、長村陽子、小澤英明、小野大、

面谷祐三子、海保睦子、影山五郎、籠谷信男、笠井貴

美子、香西恵子、梶寿美子、梶宏、梶川医院梶川洋司、

梶原健午、梶原清一、梶原テル、片岡聡、片岡須麻子、

片岡典正、片岡晴夫、片岡泰子、片山典子、片山昌子、

勝目紘、勝山靖雄、桂数毘詁、加藤恵美子、加藤静允、

加藤進、加藤弘子、加藤博史、金居延子・朝子、兼田

茂和、金田典子、鹿野幸子、狩野義子、（株）ヒトミ人

見康裕、鎌田啓子、鎌田幸二、上京病院北原聖司、上

口啓子、上参郷禮子、神城歯科医院、亀井保幸、（医）

亀岡病院、蒲原孝、加舎房子、香山良樹、唐橋ミヤ子、

川井清人、川合啓子、川合正子、川勝敏子、川勝玲子、

川口洋志、川嶋憲治、河島浩三、河瀬修一、河内良弘、

川野邦造、河原照二、川人雅弘、川邉美佐子、川又良也、

川村春海、河村峯子、川本悦子、川本千春、河原林宏平、

河原林弘美、神崎秀陽、木内芳子、木久茂、菊地貴美

枝、菊地泰次、菊地寛子、木坂順一郎、岸陽子、岸本

正子、岸本三代子、岸本良一、北川眼科医院北川厚子、

北村佳子、喜多村敬三、北村繁、北村武司、北村初子、

北村弘子、北村弘、北村浩尉、北村泰子、北村裕喜子、

北村良子、吉川純弘、きつつきの会、木寺宏之、木下

收、木村医院木村文昭、木村晴子、木村道子、木村保子、

（株）京都銀行、京都第一法律事務所、京都トヨタ自動

車レクサス北大路、京都むらさきライオンズクラブ、

清本隆行、桐山まき子、九鬼國一、久坂夏子、串田壽明、

九谷清盛、朽木久子、國重阿夜子、久野靖子、久保佳子、

久保田美枝子、窪田洋子、熊田きぬ、久山眼科医院久

山元、倉田京一、倉田時子、倉田嘉子、倉林明子、栗

田やよい、栗原紀久、グループホーム寛寿庵代表井上

綾子、黒河待子、黒中加代子、桑原美保子、小泉京子、

（株）公益社、高阪昇、こうの眼科クリニック院長河野

明美、合原秀子、光明幼稚園、神山貞子、古賀豊、小

塩佳代子、小島一男、小島文夫、小嶋芳次、小髙久仁子、

児玉五十美、児玉佳代子、小寺五十江、小寺啓介、小

寺尉就、小西憲子、小西倫子、小林いつ子、小林志津

子、（株）小林鉄工所、小林秀次、小林満男、小林光子、

小林良平、小林ルミ、小槙紀、小牧誠一郎、駒崎陽子、

小森修子、小藪忠志、小山菊弘・靖子、小山信一、小

山弘、近藤文子、近藤美也子、崔秀賢、斉田律子、斉

藤恵美子、齋藤富佐代、酒井明子、酒井克之、酒井清、

左海祥二郎、酒井久江、酒井富美子、坂江節子、榊朗裕、

酒徳元子、佐久間正雄、櫻田朋子、酒元直美、酒元人四、

迫田周一、佐々江温子、笹川大助、佐々木敬介、佐々

木陽子、笹田和子、佐々本研二、作花済夫、佐藤清子、

佐藤順子、佐藤雄作、佐藤譲、佐藤洋子、佐野シゲ子、

佐野瞳、佐野理恵、沢井智恵子、澤崎英子、澤田美智子、

澤村千恵子、山藤芳野、塩川亥智、塩川朝子、塩崎英

雄、塩田悦子、塩見章子、志垣惠子、四方幸枝、地蔵院、

篠田泰明、篠原敏郎、芝恵一郎、芝田徳造、柴田弘次、

芝山眼科芝山明子、渋谷健次、島岡医院、嶋田志保子、

島田文子、清水國弘、下奥重望、下地幸夫、下薗栗子、

下野眼科医院、庄野勇夫、城陽点字サークル「たんぽぽ」、

白井良彦、白坂澄夫、新谷洋子、新野富貴子、菅井孝雄、

杉浦洋子、杉本敬子、杉本康代、鈴木紘一、鈴木孝一、

鈴木茂嗣、鈴木純子、鈴木つや子、鈴木曻、鈴木初枝、

鈴木昌子、須田嘉代、須藤敏浩、角喜代子、住谷高子、

聖ヨゼフ医療福祉センター廣田陽代、瀬戸山恵、薗田

香融、園田義次、薗部光子、大道日出野、髙尾幸江、

髙木神経科医院、髙﨑秀夫、髙島章江、高島文一、髙

瀬史、髙田千代、髙田有基、髙田芳子、高谷久吉、高

野光武、髙橋初枝、髙橋宏、高橋正昭、高畑恵子、高

畠ハルミ、髙谷初子、高安文哉、滝井尚三、瀧本百合

子、宅間英郎、武綾子、武居桂、竹井美津子、武内民男、

竹内花子、竹内美紀、竹上医院竹上貞之、（医）竹下医

院、竹下義樹、竹田純太郎、竹田俊男、武田文子、武

田マスヱ、竹中ますみ、竹貫純子、竹野美智子、竹原

平、武部啓、武部宏、竹村良三、田坂譲、田澤美津江、

夛田敦子、多田悟司、橘洋子、巽友正、田中愛子、田

中佐恵子、田中幸子、田中清次、田中セツ子、田中武、

田中千代子、田中政勝、田中美千子、田中泰子、田辺

誠子、谷乙弘、谷直介、谷道之、谷川正雄、谷川美恵

子、谷川侑子、谷口久仁栄、谷口智慧、谷口眞理子、
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谷口鍼療所、谷村栄子、田畑悟、田端節子、田原和志、

田原純一、田渕茂彦、田渕りさ、玉井義朗、玉田和江、

玉本晃、田村敏明、田村裕二、溜池良夫、（株）淡交セ

ンター、ＮＰＯ法人地域福祉創造協会ウインク、崔春夫、

張文玉、築柴恵美子、辻亨、辻麻里、辻内信子、土田

正、土田登美子、ツヅキオートサービス、堤明子、堤

育子、堤江美子、堤清、つとう医院伝俊秋、出口京太郎、

出口直子、（有）寺倉商事、寺田香代子、寺田陽子、点

訳グループ宇治川、筒井弘一、道家惇三、土江田曜子、

戸川啓、徳賀民子、徳田英子、戸田寛、百々眼科診療

所百々由加利、戸部節子、冨井聡、富川義則・佳奈子、

富田幸万子、冨田サダ子、富田隆介、富村保子、巴山

昭二、鳥居光子、鳥飼幸子、鳥越吉郎、（株）内藤建築

事務所、仲雅彦、永井幸子、中居茂雄、永井春彦、永

井美知子、長柄明美、中江和子、中江利彦、中江美智子、

長尾栄一、中尾誠吾、長尾隆介、中尾和多留、中奥ウタ、

中川都永、中川真一、中川進、中澤眞佐、中路裕、中

嶋進、中島田鶴、中島三枝子、長島盲人会、中島好重、

中田英子、中田景子、中田徹夫、中谷武司、中谷泰子、

中谷保子、中出美智子、中西菊之助、中西正人、中西

恭子、中野勉、中野正子、中野彌平治、中原里美、中

町松枝、中村恭子、中村貞子、中村哲、中村繁、中村

純治、中村延子、中村良子、菜畠京一、並川秀子、成

田稔、南條ひとみ、南條康子、新実新子、西利子、西

晴行、西井靖雄、西尾紀子、西岡宗一、西岡信子、西

川かをり、西川千草、西口都志子、西小路一葉、錦織

房枝、西田美智子、西野文子、西畑貴好、西原重一、

西村加代子、西村喜美、西村京三、西村圭子、西村貞

子、西村さと子、西村隆宏、西村照代、西村久子、西

村美奈子、西村八重子、西村義夫、西村怜子、西本ひ

さ子、西山和英、西依美津子、日本漢点字協会、丹羽

登茂子、丹羽徳子、沼田雄至、根岸寿、野口宝司、野

口春美、野﨑昭、野﨑登美子、野尻誠、野田春夫、野

藤銃公、野々山智恵子、野畑ヤスヱ、野原康、信原朝

子、野村加代子、野村幸子、野村順栄、野村玲子、野

山寿美子、拝師武躬、葉賀トミエ、橋本壮一、橋本敏夫、

長谷川きよ子、長谷川喜代子、長谷川紅子、長谷川正國、

長谷川美代子、畑一、畑中和男、八田良子、八田一郎、

初田法子、服部畝美、服部誠一、服部俊子、花田和枝、

花の会、馬場満男、浜井綾子、濱口和子、濱崎孝正、

濱田俊彦、早川睦、林勝治、林節雄、林晃次、林トモ

子、林美智子（右京区梅津）、林美智子（右京区嵯峨野）、

林田三郎、早水久一、原正、原憲男、原田勇、原田尚

子、原田佳子、原山憲治、播岡医院播岡敏弘、馬場順

子、馬場杉英、馬場俊明、東景子、東野佳月子、樋口

ツヤ子、樋口富士子、久木利昭、久常進治、（株）ヒト

ミ人見康裕、人見米一、桧須磨子、平井欽二、平川公義、

平島澄江、平田眞名、平松君恵、平松治子、平山昭一、

飛龍ますみ、廣岡清文、弘世晃崇、広瀬滋子、広瀬来

三、弘田トモ子、深田美知子、深田康夫、福尾眞佐子、

福嶋愼一、福田恭子、福田恒男、福田直彦、福田満子、

福田光代、福見久代、福本祐代、福本スミ子、福山功子、

藤川知恵子、藤崎文子、藤代禎子、（株）フジタ、藤田

和子、藤田敏、藤田ひろ子、藤田洋一、蔓弘、藤林弘

之、藤村由喜子、藤本邦雄、藤本善一、藤森信正、藤

山和子、藤原八重子、（財）不審菴、二村宏江、船越正

夫、舟越義男、船本裕巳子、冨部勝子、古澤晶子、古

田正巳、古玉医院古玉宏、古渡正記、古橋マスエ、文

堂直治、逸見邦子、鳳友コーポレーション（株）、星川

節子、星名ゆり子、星谷医院星谷徹、細井辰子、細井

英夫、細川富美子、堀田陽子、堀順治、堀尾光子、堀

田明弘、本沢芳子、本庄英雄、本田作江、本間トキエ、

前尾有人、前川由美子、前田慶子、前田耿二、前田修

二、前田武昌、前中知栄、万木ふみ、牧野敦代、眞桑清、

間島弘基、増田寿美子、増田富夫、町田昭、松井郁子、

松井珍男子、松井邦芳、松井孝典、松石武治、松尾桂

子、松尾文子、松岡辰三、松田剛、松谷一恵、松塚瑠

偉、松波善明、松野洋子、松原義人、松村美子、松村

ヨシ子、松本幾久子、松本すみ子、松本哲子、松本芳子、

松山義則、真鍋清子、真野泉、間野清二郎、（株）丸漬、

丸山典子、三浦豊子、三木一弘、三木美恵子、三木佳

次、水口武夫、水谷孝昭 ･ 史子、水沼米子、水野朝見、

水野孝道、水野歯科医院水野雅則、水本静枝、溝口郁

代、南初美、南京都高等学校、箕田一子、蓑毛慶一・

妙子、三村啓子、宮内正太郎、宮川美知子、宮木マスミ、

宮城由紀子、宮﨑惠美子、宮崎政彦、宮澤一恵、宮田

健、宮田央・祥子、宮永まゆみ、宮原裕子、三和道子、

村井倭文子、村井昭治、村尾寛治、村尾幸子、村岡穆、
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　創立 50 周年。まだ先だと思っていたら、あっという間に

時が経った。今号の編集にあたり、あらためてふり返った

50 年の歩み。文字と写真が語る、ライトハウス誕生から今日に到る歴史にかかわった人々の強い志と情熱を思う。

　記念式典当日、壇上に掲げられた鳥居先生の写真を見ながら、大きな節目に立ち会っている実感がこみ上げてきた。

同時に、これからどんなに厳しい時代が訪れても、強い志と情熱を失ってはならないと言われているような気がした。

　ここで出逢う皆さんの心に希望の光を届けられるよう、灯を絶やすことなく、これからも一層の輝きを増していけ

るライトハウスでありたいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冨
と だ

田 裕美子）

（16）2011 年 7 月 28 日 京都ライトハウス通信  No.126

編　　集　　後　　記

村岡照子、村上笑子、村上孔子、村上志奈子、村上直

子、村上元治、村田栄子、村田和子、村山彰、茂木幹央、

本草野政雄、森泉樓 ･ 恵子、森和彦、森典子、森眞智

子、森水恵、森川初子、森田輝雄、森田久男、森田弘光、

森田冨佐子、森永正行、森藤哲良、守屋森次、森吉美禰、

八木喜美子、八木光代、夜久廣、安井隆、安井ひでこ、

安田ひろ子、安田弘、安田勝、安田祐治、安武真理、

安間美津彦、安村喜三郎、安元宏、柳澤英二郎、藪内

清治、藪内義之、山川美津子、山口英太郎、山口恭平、

山口貞子、山口達之、山口晴生、山﨑圭ノ亮、山﨑佐

登子、山﨑澄子、山崎陽子、山下恵利子、山下勝子、

山城紙業（株）、山添善朗、山田明、山田恭子、山田孝一、

山田淳子、山田順三、山田則道、山田久榮、山戸節子、

山梨浩志、山西利美、山野勝美、山ノ内和美、山原瑞穂、

山本綾乃、山本早苗、山本珠子、山本敏弘、山本信子、

山本紀弘、山本秀夫、山本富美子、山本正子、山本典子、

山本光子、山本義夫、山盛良子、結城ゆかり、雪野英春、

弓削堅志、弓削由佳、弓谷美智子、横山和子（綾部市）、

横山和子（左京区）、吉岡隆則、吉岡尚子、（株）吉川

印刷工業所、吉川幸子、吉川良太郎、吉崎久、吉田恵子、

吉田浩一、吉田幸子、吉田三郎、吉田順太郎、吉田千

寿子、吉田華子、吉田温子、吉田久枝、吉田眼科医院

吉田雅子、吉村學、吉村美佐子、葭矢みどり、米澤晶子、

米田承子、米田孝、米田道正、寄下博司、楽只地域女

性会、洛星中・高等学校オーケストラ部、洛陽保育園、

洛和会音羽病院、竜瀬弘、わいわいネット、若杉陽美、

和田恭子、和田光雄、和田美代子、和田美和子、渡邉

一夫、渡辺多鶴子、渡辺ツヤ子、渡邉文子、渡部隆三、

匿名６件

職員集合写真

輝きつづけて 50 年　未来へ届け！希望の光
輝きつづけて 50 年

未来へ届け　希望の光
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☆

☆
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